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三
好
長
慶
と
松
永
久
秀
の
名

誉
が
回
復
さ
れ
、｢

下
剋
上
の
悪

者・戦
国
の
梟
雄｣

の
悪
名
か
ら
脱

却
さ
れ
、正
当
な
再
評
価・再
認

識
が
さ
れ
る
。｢

い
つ
も
い
つ
も
信

長
・
秀
吉
・
家
康
で
も
あ
る
ま
い
、

近
世
的
世
界
を
拓
く
織
田
信
長

の
直
前
の
三
好
長
慶
の
時
代
こ
そ

見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い｣

の
反
骨

の
提
唱
が
、中
近
世
移
行
期
の
新

し
い
時
期
区
分
の
研
究
に
よ
っ
て

認
証
さ
れ
る
。安
土・桃
山
文
化

の
母
胎
が
天
文
文
化
で
あ
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
、信
長
の
革
新
性
・

　

秀
吉
の
意
外
性・家
康
の
先
見
性

の
三
者
三
様
の
天
下
人
を
出
現

さ
せ
る
前
提
に
、鉄
砲・キ
リ
ス
ト

教
伝
来・連
歌・茶
の
湯・白
壁
石

垣
の
築
城
の
新
文
化
の
端
緒
が

三
好
長
慶
の
時
代
に
醸
成
さ
れ

た
。
　

戦
国
三
好
氏
の
研
究
を
展
開

さ
せ
た
の
は
今
谷
明
さ
ん
の｢

堺

幕
府
論｣

で
あ
っ
た
。そ
れ
ま
で
の

｢

常
識｣

を
破
って
の
視
点
が
与
え

ら
れ
た
。そ
の
視
点
と
論
理
の
学

問
的
、批
判
的
創
造
か
ら
戦
国
三

好
一族
の
三
好
氏
政
権
の
研
究
が

｢

第
一
次
史
料｣

の
発
掘
、利
用
に

よ
って
大
展
開
し
て
い
る
。そ
の
先

鋒
と
し
て
牽
引
す
る
の
が
今
春
に

天
理
大
学
准
教
授
に
就
任
さ
れ

た
天
野
忠
幸
さ
ん
で
あ
る
。『
戦

国
期
三
好
政
権
の
研
究
』(

清
文

堂・二
〇
一〇
刊・二
〇
一五
増
補
版

刊)

、『
三
好
長
慶
』(ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房・二
〇
一四
刊)

、『
三
好
一族
と
織

田
信
長
』(

戒
光
祥
出
版・二
〇
一六

刊)

な
ど
を
出
版
し
て
大
活
躍
で

あ
る
。そ
の
精
励
ぶ
り
に
大
拍
手

を
し
、そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
感

謝
し
て
い
る
。｢

一
次
的
史
料｣

重

視
の
学
問
的
研
究
に
よ
る
旧
来

の
二
次
史
料
に
よ
る
研
究
、常
識

が
痛
快
に
否
定
、改
変
さ
れ
て
再

評
価・再
認
識
が
大
展
開
し
て
い

　

る
。た
だ
、一次
史
料
重
視
が
行
き

過
ぎ
て
、従
来
の
郷
土
史・地
方

史
の
記
述
し
て
き
た｢

ぬ
く
も

り｣

が
失
わ
れ
、人
名
が
否
定
さ

れ
る
こ
と
が
あ
って
、研
究
図
書
に

掲
載
さ
れ
る｢

系
図｣

に
混
乱
が

生
じ
て
い
る
。科
学
的
発
掘
調
査
、

一次
史
料
に
よ
る
科
学
的
歴
史
研

究
の
大
展
開
を
大
い
に
期
待
す
る

と
同
時
に
、そ
の
成
果
が
議
論
さ

れ
て
納
得
さ
れ
る
共
有
の
も
の
と

な
る
こ
と
を
希
求
す
る
。

　

三
好
長
慶
の
長
弟
の
三
好
義

賢
と
し
て
、戦
国
天
下
人
た
る
兄

を
三
好
氏
の
本
拠
で
あ
る
阿
波

国
主
と
し
て
支
え
た
義
賢
の
名

が一次
史
料
に
見
ら
れ
な
い
、存
保

の
義
堅
の
堅
の
字
の
下
半
に
花
押

が
重
な
り
、賢
の
字
に
誤
写
さ
れ

た
も
の
、と
さ
れ
る
。そ
れ
で
入
道

名
の
実
休
の
名
で
三
好
実
休
と

し
て
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。筆
者
も
山
上
宗
二
に｢

武

　

士
に
し
て
数
奇
者｣

と
最
大
の
評

価
を
さ
れ
る
茶
人
三
好
実
休
と

し
て
、主
君
の
細
川
持
隆
を
弑

逆・下
剋
上
の
三
好
義
賢
の
名
よ

り
再
評
価
の
た
め
に
良
い
か
、と

軽
く
考
え
て
い
た
。し
か
し
、一
次

史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
の
に
、何

故
に
数
知
れ
ず
手
に
す
る｢

系
図

｣

に
全
て
義
賢
と
記
載
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。三
好
氏
の｢

通
字｣

と

し
て
使
用
さ
れ
な
い
義
の
字
を
義

賢
と
し
て
使
用
す
る
の
は
、長
慶

が
修
理
大
夫
、相
伴
衆
と
さ
れ
、

長
慶
の
嫡
子
の
孫
次
郎
が
将
軍

足
利
義
輝
か
ら
そ
の
偏
諱
の
義

を
与
え
ら
れ
義
長
か
ら
義
興
を

名
乗
り
、御
相
伴
衆
に
列
せ
ら
れ
、

｢

三
好
亭
御
成｣

が
実
現
さ
れ
、そ

の
後
に
阿
波
国
主
の
長
慶
の
弟
が

続
い
て
相
伴
衆
に
任
じ
ら
れ
る
時

に
義
輝
の
偏
諱
が
与
え
ら
れ
て
三

好
義
賢
を
名
乗
る
、と
す
る
と
三

好
氏
への
格
別
の
家
格
上
昇
と
栄

典
授
与
の
帰
結
と
し
て
大
団
円

と
な
る
。当
時
の
状
況
と
論
理
的

に
は
考
え
ら
れ
る
の
で
、一次
史
料

　

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関
係

←

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

物
外
軒・実
休
三
好
豊
前
守

義
賢

売
上
を
伸
ば
す
方
法

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定　

 

量　

 

目　

 

標

国

内

法

の

成

立

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

広島県立文書館の三好家文書展資料

久米田寺案内板

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き　

め

じ
ゃ 

ま 

な
か

う
る 
さ
ん

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

〜
大
河
ド
ラ
マ『
南
海
道
の
晴
嵐
』を
期
し
て（
一八
六
）

文・出 

水　

康 

生

物
外
軒・実
休
三
好
豊
前
守
義
賢
、三
十
七
年
の
生
死

三
好
氏
の
家
格
上
昇・栄
典
授
与
で
の
三
好
義
賢
の
名
と
相
伴
衆
任
命

Monthly Topics

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〞

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

三
好
氏
研
究
の
大
展
開

〝
あ
ん
た
が
大
将
〞し
っ
か
り

河内高屋城(羽曵野市)の城跡案内

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

き
ぬ
が
さ

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

『
石
谷
家
文
書
』の

 　
　
　

 

三
好
長
慶
書
状

広
島
藩
士
三
好
氏
の
系
譜

せ
い 

し
ょ    

こ

き
よ 

ま
さ 

こ
う

三好氏４代(之長・元長・義賢・長治)
　　　墓碑、見性寺本堂・庫裡

加藤清正の銅像

・・・

｢理世安民｣｢南海道の晴嵐｣の旗幟高らかに

(写真は福永高治さん撮影)

勝瑞三好城館の最後の城主十河(三好)
民部大輔存保の旗幟高らかに、前進！

　　100余人の勝瑞武者行列参加者、
依代の赤大傘に思いを寄せる同志たち！

佐々木氏を発祠する四つ目紋の沙々貴神社

八幡山城から安土城、観音寺城を眺む

八幡山城下の洞覚院を基点とする
    中村一氏由縁の孫平次町

織田信長・豊臣秀次・京極髙次に
　　 継承された楽市楽座令

八幡堀の本町橋跡碑

琵琶湖の水運に連結する八幡堀の船着場

見性寺に発祠される三好実休の位牌

三好実休像(妙国寺蔵)

勝瑞城館跡まつり武者行列(平成27年5月10日)

再々建の妙国寺本堂階前にて

・
・
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←

成

功

す

る

起

業

家

※

最　
　

後　
　

に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

虫
明
迫
門
の
曙

近
江
商
人・三
方
良
し

に
見
ら
れ
な
い
で
は
な
く
、そ
の

証
拠
を
期
待
し
た
い
。そ
れ
で
物

外
軒・実
休
三
好
豊
前
守
義
賢
の

三
十
七
年
の
生
死
の
全
体
的
再

評
価・再
認
識
が
さ
れ
る
。三
好

義
賢
は
三
好
元
長
の
次
男
、幼
名

は
千
満
丸
、仮
名
は
彦
次
郎
、実

名
は
之
相
、之
虎
、そ
し
て
義
賢
。

実
休
、物
外
軒
と
号
し
た
。官
途

は
豊
前
守
。一五
二
六
も
し
く
は
二

七
か
ら一五
六
二
。

　

学
問
的
な
研
究
成
果
を
習
得

す
る
こ
と
を
Ｙ
軸
と
し
市
民
運

動
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
Ｘ
軸
と

し
て
、そ
の
第
一
象
限
で
＋・＋
で
最

大
限
の
学
習・市
民
活
動
を
す
る
。

三
好
長
慶
会
は
平
成
十
一(一九
九

九)

年
七
月
十
二
日
に
六一人
で
結

成
さ
れ
、現
在
会
員
は
二
三
九
人
。

そ
の
活
動
の
詳
細
は『
三
好
長
慶

会
一五
周
年
記
念
誌
』(

二
〇
一三・

八
刊)

を
参
照
し
て
欲
し
い
が
、名

利
を
越
え
た
異
能
集
団
の
活
動

と
し
て
同
志
が
共
々
に
活
動
を

展
開
し
、戦
国
三
好
氏
の
歴
史
的

な
再
検
討・再
認
識
の
市
民
運
動

を
展
開
し
て
い
る
。そ
の
運
動
の

中
で
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
第
二

二
回
国
民
文
化
祭
徳
島
大
会(

二

〇
〇
七
年)

への『
戦
国
三
好
フェス

テ
ィ
バ
ル
』で
の
参
加
で
あ
る
。県

民
参
加
の
募
集
に
応
じ
、｢

優
秀

賞｣(

五
〇
万
円)

を
授
与
さ
れ
、そ

の｢

紋
ど
こ
ろ｣

を
も
っ
て
反
骨
た

く
ま
し
く
独
創
的
な
企
画
で｢

戦

国
三
好
一族
旗
揚
げ
パ
レ
ー
ド
、シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム・講
演
会
、戦
国
三
好

お
宝
資
料
展
、戦
国
三
好
全
国

集
会｣

の
四
本
立
て
で
、異
能
集

団
と
し
て
の
四
六
〇
余
人
が
同

志
と
し
て
名
利
を
越
え
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
協
力
、実
行
し

た
。通
常
の
マ
ニュ
ア
ル
で
の
換
算

な
ら
助
成
金
の
数
十
倍
、と
の
豪

語
を
可
能
と
す
る
豪
華
な
も
の

が
実
現
で
き
た
。そ
の
国
民
文
化

祭
を
機
に
激
論・協
調
し
な
が
ら

画
期
的
な『
戦
国
天
下
人
三
好

長
慶
、え
っ
？
阿
波
踊
り
』の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
発
刊
し
た
。そ
の
パン

フ
レ
ッ
ト
、戦
国
三
好
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
を
企
画・立
案
し
た
の
は
、三
好

長
慶
会
結
成
以
来
に
曲
折
は
あ

って
も
共
生
し
て
き
た
昭
和
十
八

年
に
生
ま
れ
、そ
の
名
の
通
り
に

反
骨
で
生
き
る
東
條
英
機(
時
の

東
條
英
機
首
相
に
倣
う)

さ
ん
と

筆
者
で
あ
っ
た
。こ
の
小
稿
の
テ
ー

マ
も
、ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落

札
し
た｢

三
好
長
慶
書
札｣｢

源

姓
三
好
之
系
図｣

、金
象
嵌
さ
れ

た｢

海
部
泰
吉｣

の
銘
刀
な
ど
を

手
に
し
て
の
議
論
、探
求
の
結
果

を
研
究
例
会
に
東
條
さ
ん
が
会

員
に
報
告
し
た
も
の
を
筆
者
の

文
責
で
報
告
す
る
。な
お
、国
民

文
化
祭
の
シ
ン
ポ・講
演
講
師
は

天
野
忠
幸
さ
ん
で
、当
時
は
大
阪

市
立
大
学
の
仁
木
宏
門
下
と
し

て
三
好
氏
研
究
に
精
励
す
る
未

だ
無
任
所
の
新
進
気
鋭
の
研
究

者
で
あ
っ
た
。先
見
性
を
持
っ
て〝

先
物
買
い
〞を
し
、共
生・共
存・共

栄・共
楽…

を
、と
す
る
。

　

戦
国
三
好
氏
の
本
拠
は
阿
波

で
、小
笠
原
氏
が
三
好
の
地
名
を

名
乗
っ
て
三
好
氏
を
称
し
、応
仁

文
明
の
乱
か
ら
大
坂
の
陣
ま
で
の

中
近
世
移
行
期
に
三
好
之
長・長

秀・元
長・長
慶・義
興
の
五
代
が

活
躍
し
、阿
波・讃
岐・淡
路(

Ａ
Ｓ

Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル)

を
本
拠
と
し

て
京
畿・堺
に
進
出
し
て
三
好
長

慶
が
信
長
の
直
前
に
戦
国
天
下

人
と
な
る
。長
慶
が
父
祖
の
畿
内

で
の
基
盤
を
継
承
し
て
三
好
本

宗
家
と
し
て
の
家
臣
団
を
形
成

し
て
将
軍
を
必
要
と
し
な
い
新
た

な
政
治
秩
序
を
形
成
す
る
。そ
の

位
置
関
係
か
ら
環
大
坂
湾
政
権

と
称
さ
れ
る
。そ
の
政
権
の
中
心

が
一五
五
三
年
か
ら
六
〇
年
に
は

芥
川
山
城(
高
槻
市)

で
、六
〇
年

か
ら
は
飯
盛
山
城(

大
東
市・四
条

畷
市)

と
さ
れ
る
。将
軍
足
利
義

輝
を
近
江
に
追
放
し
て
、将
軍
を

必
要
と
し
な
い
政
権
を
形
成
し
、

将
軍
を
疎
外
し
て
の
長
慶
に
よ
る

永
禄
改
元
に
危
機
感
を
持
っ
た

義
輝
が
京
都
帰
還
を
図
り
、そ
れ

が
和
睦
に
よ
って
実
現
さ
れ
る一五

五
八
年
十
一月
以
来
に
三
好
長
慶

の
河
内・大
和
へ
の
進
出
が
松
永

久
秀
を
先
鋒
と
し
て
図
ら
れ
、畠

山
高
政
が
守
護
で
あ
っ
た
河
内
を

支
配
下
に
置
き
、三
好
長
慶
が
永

禄
三(

一五
六
〇)

年
十
月
二
十
四

日
に
飯
盛
山
城
、十
月
二
十
七
日

に
三
好
実
休(

永
禄
元
年
に
入
道)

が
高
屋
城
に
入
り｢

阿
波
国
主・

河
内
国
主｣

と
な
る
。長
慶
が
嫡

子
義
興
に
家
督
、芥
川
山
城
を
譲

って
飯
盛
山
城
で
政
治
す
る
。

　

長
慶
は
義
輝
将
軍
を
近
江
に

追
放
す
る一五
五
三
年
に
は
御
供

衆
に
任
じ
ら
れ
、位
階
も
将
軍
足

利
義
輝
や
旧
主
細
川
晴
元
、細

川
氏
綱
と
並
ぶ
従
四
位
下・筑
前

守
で
あ
っ
た
。そ
れ
で
天
下
人
で

あ
っ
た
が
、そ
の
間
に
昇
進
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。将
軍
義
輝
と
の

和
睦
の
後
の
永
禄
二(

一五
五
九)

年

か
ら
四
年
に
か
け
て
集
中
的
に

栄
典
授
与
が
行
わ
れ
る
。二
年
十

二
月
に
嫡
子
孫
次
郎
に
義
輝
か

ら
義
の
字
を
直
筆
で
与
え
ら
れ
、

義
長
を
名
乗
る
。三
年
正
月
に
長

慶
は
相
伴
衆・桐
紋
拝
領
、義
長

は
筑
前
守
に
任
官
す
る
。正
月
二

十
七
日
の
正
親
町
天
皇
即
位
式

の
警
固
を
し
費
用
百
貫
負
担
の

父
子
に
天
皇
か
ら
天
盃・御
剣
下

賜
。二
月
に
義
長
と
松
永
久
秀
が

御
供
衆
に
加
え
ら
れ
、久
秀
が
弾

正
少
弼
に
任
じ
ら
れ
た
。九
月
に

重
臣
の
三
好
長
逸
が
従
四
位
下

に
。四
年
の
正
月
に
義
長(

義
興
と

改
名)

が
従
四
位
下
、相
伴
衆
、(藤

原)

久
秀
も
従
四
位
下
、相
伴
衆

と
さ
れ
る
。二
月
に
義
興
と
久
秀

に
桐
紋
拝
領
。二
十
三
日
に
義
興

が
鹿
苑
寺
で
将
軍
と
出
会
い
酒

を
振
る
ま
わ
れ
る
。そ
の
返
礼
を

奉
行
人
に
勧
め
ら
れ
、相
伴
衆
就

任・従
四
位
下
叙
任・桐
紋
拝
領

に
対
す
る
将
軍
への
返
礼
と
さ
れ

る
が
、三
月
三
十
日
に『
三
好
亭

御
成
記
』に
記
録
さ
れ
る
よ
う
な

未
曽
有
に
し
て
の
破
格
の
足
利

将
軍
の
三
好
邸
への
お
成
り
が
実

現
し
豪
華
な
饗
応
が
さ
れ
た
。こ

の
饗
応
に
は
三
好
実
休・安
宅
冬

康・十
河
一存
の
兄
弟
は
参
加
し
て

い
な
い
が
、茶
人
の
実
休
の
所
持

す
る
三
日
月
葉
茶
壺・実
休
肩
御

な
ど
座
敷
飾
り
と
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
将
軍
の
三
好
亭
御
成
り
の

後
の
閏
三
月
十
九
日
に
義
輝
将

軍
は
高
屋
城
の
三
好
実
休
を
相

伴
衆
に
任
命
す
る
。二
十
一日
に

伊
勢
貞
孝・同
貞
助
が
使
者
と
し

て
出
向
き
、三
好
長
慶・細
川
藤

賢(

氏
綱
の
弟)

が
同
行
し
て
祝
福

し
た
と
さ
れ
る
。こ
の
時
に
三
好

義
賢
の
名
が
、義
輝
の
義
と
藤
賢

の
賢
と
で
命
名
さ
れ
た
、と
し
て

以
後
の
全
て
の
系
図
に
記
録
さ
れ

た
と
す
る
。三
好
氏
の
永
禄
四
年

三
月
に
お
け
る
威
勢
と
そ
の
中
に

物
外
軒・実
休
三
好
豊
前
守
義
賢

を
位
置
付
け
る
。｢

戦
国
ロ
マ
ン｣

を
求
め
て
の｢

小
説
歴
史｣

。

な
り
か
つ

三
好
氏
の
家
格
上
昇
と

栄
典
授
与

今
に
し
て
ハン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と

三
好
長
慶
会
の
活
動

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

三
好
氏
の
河
内・大
和
へ
の

進
出

し

竹
久
夢
二
の
生
家

中
村
一氏
、近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板

古い由緒のある水口神社

せ
い 

し
ょ    

こ

織田信長・豊臣秀次・京極髙次に
　　 継承された楽市楽座令

八幡堀の本町橋跡碑
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一
期
一
会
の
出
会
い
の
不
思
議

を
共
楽
し
な
が
ら
四
五
〇
年
の

昔
と
今
を
探
求
し
て
無
知
の
知

を
楽
し
む
。今
、こ
こ
に
江
戸
幕

府
の
旗
本
と
し
て
戦
国
三
好
一族

か
ら
存
続
す
る
三
好
越
後
守
家

の
伝
家
の
宝
刀
と
さ
れ
た
海
部

泰
吉
の
名
刀
と
そ
の
系
図
を
手

に
す
る
。そ
の
金
象
嵌
に｢

本
作

海
部
泰
吉
也
於
泉
州
面
鎧
武

者
切
落
依
是
三
好
越
後
守
為
重

代
調
法
者
也｣｢

雅｣

と
刻
ま
れ

て
い
る
。こ
の
刻
銘
の
事
実
は｢

系

　

図｣

に
よ
る
と
宗
三
息
二
人
三
好

下
野
守
同
為
三・
兄
下
野
守
子

こ
れ
無
き
に
付
家
督
す
為
三
十

六
歳
の
時
根
来
ヨ
リ
飯
盛
の
城

取
巻
き
其
の
時
湯
川
上
野
と
言

う
一
方
の
大
将
と
相
戦
ひ
痕
を

蒙
る
と
雖
も
上
野
を
討
取
り
付

て
は
三
好
筑
前
よ
り
證
文
を
取

り
同
姓
備
前
守
手
前
に
今
に
こ

れ
在
り｣

で
あ
る
。

　

永
禄
五(

一五
六
二)

年
五
月
の

教
興
寺
合
戦
で
畠
山
高
政
軍
の

一方
の
大
将
の
紀
伊
の
亀
山
城
主

で
河
内
守
護
代
で
あ
っ
た
湯
川

上
野
守
直
光
を
討
ち
取
り
そ
の

　　

功
に
よ
り
三
好
長
慶
よ
り
証
文 

(

感
状)

を
得
て
、江
口
の
合
戦(

一

五
四
九)

以
来
に
敵
対
し
て
い
た

三
好
為
三（
宗
三
の
子
）が
三
好
一

族
に
復
帰
し
て
長
慶
の
死
後
に

三
好
三
人
衆
と
さ
れ
る
三
好
下

野
守
の
家
督
を
為
三
が
継
ぐ
出

発
と
な
る
。

　

教
興
寺
合
戦
は
永
禄
五(

一五

六
二)

年
五
月
二
〇
日
に
、そ
の
三

月
五
日
の
久
米
田
の
合
戦
で
河

内・紀
伊
の
畠
山
高
政・根
来
衆

軍
に
実
休
三
好
豊
前
守
義
賢
軍

が
敗
北
し
、義
賢
が
根
来
衆
の

鉄
砲
に
撃
た
れ
て
討
ち
死
に
し

　

て
三
好
氏
の
衰
亡
の一
因
と
な
っ

た
雪
辱
戦
で
あ
っ
た
。飯
盛
山
城

に
籠
城
し
た
三
好
長
慶
を
攻
囲

す
る
畠
山
・
湯
川
軍
を
飯
盛
山

城
か
ら
の
長
慶
の
指
揮
で
、家
督

を
譲
っ
た
芥
川
山
城
の
三
好
義

興
と
六
角
勢
に
対
し
て
い
た
松

永
弾
正
小
弼
久
秀
軍
を
結
集
さ

せ
た
。さ
ら
に
久
米
田
合
戦
で
敗

北
し
て
、そ
の
退
陣
が
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら｢

久
米
田
の
退
き

口｣

と
後
々
ま
で
伝
承
さ
れ
、そ

の
敗
北
を
恥
じ
て
参
陣
し
て
い

た
武
将
が
す
べ
て
入
道
し
て
阿

波
の
武
将
は
坊
主
頭
ば
か
り
と

な
っ
た
因
縁
の
合
戦
の
雪
辱
の
た

め
に
阿
波
勢
が
出
陣
す
る
。三

好
康
長
は
笑
厳
、篠
原
長
房
は

紫
雲
、一
宮
成
助
は
ト
閑
な
ど
の

よ
う
に
坊
主
頭
に
甲
冑
を
着
け

て
奮
戦
す
る
。教
興
寺
合
戦
で

は
長
慶
と
久
秀
に
よ
る
畠
山・湯

川
軍
へ
の
調
略
が
冴
え
わ
た
り
、

畠
山
勢
に
疑
心
暗
鬼
の
相
互
不

　

信
が
広
が
り
、高
屋
城
か
ら
紀

州
勢
が
脱
出
し
て
高
野
街
道
を

南
下
し
た
。そ
の
紀
伊
奥
郡
の

国
人
衆
、根
来
衆
に
打
ち
か
か

り
、双
方
に
戦
死
戦
傷
者
多
数

の
激
戦
の
中
で
湯
川
上
野
守
直

光
が
為
三
に
打
ち
取
ら
れ
た
。

「
湯
川
直
光
公
勇
戦
の
地
」の
碑

が
教
興
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
、

「
三
好
實
休
戦
歿
地
」の
碑
が
久

米
田
に
大
正
十
年
に
建
立
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
人
物
が
三
好
長
慶
の
死

後
に
三
好
日
向
守
長
逸
と
石
成

主
税
介
友
通
と
共
に
三
好
三
人

衆
と
し
て
永
禄
八
年
五
月
十
九

日
の
将
軍
足
利
義
輝
の
弑
逆
、

松
永
久
秀
勢
と
の
三
好
勢
分
裂

に
よ
る
抗
争
、織
田
信
長
の
上
洛

後
の
本
圀
寺
逆
襲
、野
田・福
島

の
合
戦
な
ど
を
主
導
す
る
。た

だ
政
康
の
名
は一次
史
料
に
は
見

医
療
法
人
の
承
継
対
策　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関
係

←

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

近
江
水
口
へ
の
中
村
一氏

売
上
を
伸
ば
す
方
法

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定　

 

量　

 

目　

 

標

国

内

法

の

成

立

大阪市福島区の玉川四丁目交差点の野田城跡碑

広島県立文書館の三好家文書展資料

湯川直光の碑(八尾市・教興寺)

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き　

め

じ
ゃ 

ま 

な
か

う
る 
さ
ん

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

〜
大
河
ド
ラ
マ『
南
海
道
の
晴
嵐
』を
期
し
て（
一八
七
）

文・出 

水　

康 

生

江
戸
幕
府
旗
本
三
好
越
後
守
家
の
伝
家
の
宝
刀
と
系
図
を
手
に

三
好
三
人
衆
、釣
閑
斎・宗
謂
三
好
下
野
守
と
為
三
三
好
因
幡
守
一任　

Monthly Topics

安土城の大手の石段

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

〝

〞

謹
賀
新
年

　　　 横田内膳正村詮の

｢了性院殿法顔宗栖大居士｣の位牌

極楽寺の門前の野田城趾碑

石山本願寺に対応した極楽寺門前の證如上人の石碑

野田･福島合戦当時の湿地デルタ地帯の状況

康長の大坂の陣の頃の野田･福島の地形図

事
実
は
小
説
よ
り
奇
な
り

〝
あ
ん
た
が
大
将
〞し
っ
か
り

天草の五輪町御領の芳證寺の中天錫の墓碑

久米田合戦での三好実休戦歿地碑
       (岸和田市久米田)

街角おどりの風流

｢勝瑞城館まつり｣で風流傘

紀伊の有田川から眺望する紀伊和泉の山脈

『
石
谷
家
文
書
』の

 　
　
　

 

三
好
長
慶
書
状

釣
閑
斎・宗
謂
三
好
下
野
守
政
康

せ
い 

し
ょ    

こ

き
よ 

ま
さ 

こ
う

本妙寺本堂前一対の阿波藍師寄進の高灯籠

加藤清正の銅像

・・・

(写真は福永高治さん撮影)

勝瑞三好城館の最後の城主十河(三好)
民部大輔存保の旗幟高らかに、前進！

　　100余人の勝瑞武者行列参加者、
依代の赤大傘に思いを寄せる同志たち！

織田信長・豊臣秀次・京極髙次に
　　 継承された楽市楽座令

八幡堀の本町橋跡碑

琵琶湖の水運に連結する八幡堀の船着場

海部泰吉の金象嵌銘、雅(東條英機蔵)

海部泰吉の刃紋
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←

成

功

す

る

起

業

家

※

最　
　

後　
　

に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

㌧

虫
明
迫
門
の
曙

海
部
泰
吉
の
銘
刀

ら
れ
ず
系
図
上
で
の
政
生
や
宗

謂
の
弟
と
さ
れ
る
政
勝
は
禁
制

の
花
押
が
同
一で
あ
る
こ
と
か
ら

宗
謂・政
生・政
勝
は
同
一人
物
と

さ
れ
、宗
謂
の
実
名
は
政
勝
↓

政
生
↓
宗
謂
と
変
わ
り
、宗
謂

の
弟
の
為
三
の
実
名
を
政
勝
と

し
て
い
る
点
も
誤
り
と
三
好
宗
謂

の
確
定
考
証
を
天
野
忠
幸
さ
ん

が
し
て
い
る
。手
に
す
る
系
図
に

も｢

三
好
下
野
守
、法
名
釣
閑
於

阿
州
病
死
。三
好
為
三
一
任
、兄

下
野
守
家
督
養
子
後
因
幡
守
病

死
。三
好
越
後
守
可
正
、後
号
因

幡
守
病
死｣

と
書
か
れ
下
野
守
の

実
名
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。釣

閑
斎・宗
謂
三
好
下
野
守(

政
康)

は
文
武
に
秀
れ
、刀
剣
目
利
き
と

し
て
三
好
一
族
の
多
数
の
名
刀
所 

持
に
功
績
が
知
ら
れ
、国
宝
と
さ  

　
　

れ
る
大
般
若
長
光
を
手
に
し
般

若
経
六
百
巻
に
な
ら
って
六
〇
〇

貫(

約
六
〇
〇
〇
万
円)

と
さ
れ
た

と
言
う
。そ
の
目
利
き・鑑
定
力

に
よ
っ
て
弟
の
為
三
の
湯
川
直
光

討
ち
取
り
の
太
刀
を｢

三
好
為
三

大
手
柄
の
太
刀｣

と
し
て
馴
染
み

の
本
阿
弥
家(

刀
剣
研
摩
師
の
家)

に
注
文
し
て
太
刀
を
刀
に
磨
り

上
げ
て
、そ
の
由
来
を
示
す
金
象

嵌
銘
を
入
れ
さ
せ
為
三
の
子
の
三

好
越
後
守
家
の
伝
家
の
宝
刀
と

し
た
。

　

な
お
、こ
の
金
象
嵌
銘
と
軌
を

一に
す
る
天
下
人
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ

ン
ボ
ル
と
さ
れ
る
名
物
が
、下
野

守・為
三
の
父
の
宗
三
三
好
越
前

寺
政
長
が
所
持
し
て
い
た｢

宗
三

左
文
字｣

で
あ
る
。三
好
政
長
が

細
川
晴
元
を
支
持
し
て
長
慶
に

　

敵
対
し
て
の
江
口
の
合
戦
の
時

　

に
佩
刀
と
し
て
い
て
、そ
の
合

　

戦
で
戦
死
の
後
に
武
田
信
玄

　

に
追
放
さ
れ
て
い
た
武
田
信
虎

　

が
手
中
に
し
、娘
が
嫁
入
り
し

　

て
い
た
今
川
義
元
に｢

聟
引
出

　

物｣

と
し
て
贈
り
、義
元
は
そ

　

れ
を
愛
刀
と
し
て
桶
狭
間
合

　

戦
の
時
に
佩
刀
し
て
い
た
。信

　

長
が
そ
の
刀
に｢

永
禄
三
年
五

　

月
十
九
日
、義
元
討
捕
刻
彼

　

所
持
刀
、織
田
信
長｣

と
金
象

　

嵌
し
て｢

義
元
左
文
字｣

と
称

　

し
て
所
持
し
た
。そ
れ
が
本
能

寺
の
時
に
焼
身
と
な
っ
た
が
秀
吉

が
焼
直
さ
せ
て
所
持
し
て
秀
頼

に
継
承
さ
れ
、秀
頼
か
ら
徳
川
家

康
に
贈
り
、家
康
は
大
坂
の
陣
の

時
に
佩
刀
し
て
い
た
。そ
れ
以
後

に｢

徳
川
御
物｣

と
し
て
明
治
ま

で
秘
蔵
し
た
。織
田
信
長
の
顕
彰

の
た
め
に
建
勲
神
社
が
京
の
船
岡

山
に
建
立
さ
れ
た
時
に
奉
納
さ

れ
た
。現
在
は
国
立
京
都
博
物

館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

　

海
部
氏
吉(

泰
吉
の
父)

が
鍛
え

た｢

岩
切
り
海
部｣

の
名
の
名
物

刀
が
福
岡
県
重
文
と
し
て
現
存

し
、三
好
長
慶
が
佩
刀
と
し
て
歴

戦
を
戦
い
戦
国
天
下
人
と
な
っ
た
。

氏
吉
を
父
と
す
る
泰
吉
が
鍛
え

た
名
刀
が｢

鎧
切
り
海
部・雅｣

と

さ
れ
る
。そ
の
名
刀
を
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
徳
島
支
部
長
東

條
英
機
さ
ん
が
入
手
さ
れ
た
。び

っ
く
り
の
新
発
見
で
あ
り
、四
〇

〇
余
年
を
経
て
の
今
に
系
図
と

銘
刀
の
組
合
せ
で
何
物
に
も
優

る
自
己
主
張
を
し
、そ
の
威
光
に

圧
倒
さ
れ
る
。

｢

海
部
泰
吉
作(

金
象
嵌
銘)
、室

町
時
代
後
期(

大
永
頃)

。鎬
造
、

庵
棟
、身
幅
尋
常
、重
ね
薄
く
、

磨
上
て
反
り
浅
く
、中
鋒
や
や
延

び
る
。鍛
は
小
板
目
肌
つ
み
、流
れ

肌
交
じ
り
、地
沸
微
塵
に
つ
き
、

鉄
冴
え
る
。刀
紋
は
、の
た
れ
に

互
の
目
交
じ
り
、足
、匂
深
く
、匂

口
明
る
い
。帽
子
は
乱
れ
込
ん
で

小
丸
、深
く
返
る
。茎
は
大
磨
上
、

先
切
、鑢
目
切
、目
釘
孔
一、ハバ
キ

は
金
鍍
金
一重
。沸
匂
深
く
、匂
口

明
る
く
冴
え
、頗
る
出
来
が
優
れ
、

号
の
通
り｢

雅｣

な一振
り
で
あ
る
。

金
象
嵌
銘
が
非
常
に
興
味
深
く
、

海
部
派
の
祖
氏
吉
の
子
泰
吉
の

作
で
三
好
越
後
守
重
代
重
宝｣

と

さ
れ
る
。

　

こ
の
人
物
が
江
戸
時
代
か
ら
の

講
談
を
承
け
て
の『
立
川
文
庫
』

の｢

真
田
十
勇
士｣

の
三
好
為
三

入
道
、兄
の
釣
閑
斎・宗
謂
三
好

下
野
守
が
三
好
清
海
入
道
の
モ

デ
ル
と
さ
れ
た
。今
年
の
大
河
ド

ラ
マ｢

真
田
丸｣

に
関
連
す
る
も
の

と
し
て
興
味
深
い
。

　

為
三
三
好
因
幡
守
一任
を
父
と

す
る
三
好
越
後
守
可
正
を
祖
と

す
る
歴
代
の
事
跡
が
江
戸
幕
府

に
弘
化
三(

一八
四
六)

年
に
可
正

か
ら
九
代
目
の
三
好
大
膳
長
済

に
よ
って
報
告
さ
れ
て
い
る
。三
好

大
膳
は
報
告
当
時
に
は
十
人
頭

で
あ
っ
た
。

　

こ
の｢

先
祖
書｣

の
前
書
き
に
こ

れ
ま
で
書
い
た
よ
う
な
記
録
が
さ

れ
て
い
る
。釣
閑
斎・宗
謂
三
好
下

野
守(
政
康)
が
三
好
三
人
衆
と
し

て
活
躍
し
、そ
の
身
に
つ
け
た
刀

剣
目
利
き
の
鑑
定
力
と
熱
意
が

知
ら
れ
、大
鼓
の
名
手
と
し
て
も

演
能
の
時
に
指
名
さ
れ
、本
圀
寺

攻
め
の
時
に
退
路
を
塞
が
れ
た

危
機
を
そ
の
技
能
の
縁
で
救
わ

れ
、茶
事
に
も
長
じ
て
い
た
と
言

わ
れ
る
。野
田
福
島
合
戦
後
に
兄

弟
が
阿
波
に
隠
退
し
て
い
た
時
に

兄
が
病
死
し
た
も
の
と
さ
れ
、為

三
が
織
田
信
長
に
尋
ね
出
さ
れ
、

信
長
か
ら
摂
津
豊
島
郡
で
朱
印

に
よ
る
宛
行
が
あ
り
、本
能
寺
の

変
の
時
に
は
万
死
に一
生
を
得
て

逃
れ
、病
悩
の
後
に
快
気
し
て
豊

臣
秀
吉
に
仕
え
、秀
吉
の
死
後
に

徳
川
家
康
に
召
出
さ
れ
、関
ヶ
原

合
戦
、冬
夏
の
大
坂
の
役
の
時
に

家
康
の
側
近
と
し
て
河
内
の
道

案
内
を
し
、慶
長
九(

一六
〇
四)

年

に
諸
大
夫
因
幡
守
に
任
ぜ
ら
れ
、

家
康
の
死
後
に
は
秀
忠
に
御
咄

衆
と
し
て
仕
え
、寛
永
八(

一六
三一)

年
十
二
月
十
日
病
死
し
た
と
さ

れ
る
。享
年
は
一
五
六
二
年
に
系

図
の｢

為
三
十
六
歳
の
時…

｣

の

記
載
を
十
六
歳
と
読
む
と
八
十

五
歳
、三
十
六
歳
と
読
む
と
一
〇

五
歳
で
の
病
死
と
な
る
。二
〇
〇

〇
〜
三
〇
〇
〇
石
の
旗
本
と
し

て
存
続
す
る
。

　

こ
ん
な｢

事
実
は
小
説
よ
り
も

奇
な
り｣

の
生
涯
を
戦
国
三
好
一

族
の
興
亡
の
中
で
生
き
て
死
ん
だ
。

な
り
か
つ

為
三
三
好
因
幡
守
一任

今
に
し
て
ハン
セ
ン
病
を
認
識

・
・

・

い
く
さ

く
み

か
り

む
し
あ
け 

せ  

と

勝
瑞
か
ら
徳
島
へ

有田川町の山上から河内・和泉の間の山脈を眺む

近
江
水
口
で
の
中
村
一氏

し

竹
久
夢
二
の
生
家

中
村
一氏
、近
江
水
口
へ

岸和田合戦を見た久米田寺多宝塔

岸和田合戦の由縁からの南海電鉄の蛸地蔵駅

『武家手鑑』『戦国遺文』に

収録された三好長慶書状

岡山城頂上の城跡

周山城と阿迦之宮の説明板

三好越後守家系図前書(部分)

せ
い 

し
ょ    

こ


